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研究成果の概要（和文）：本研究では心不全患者が自宅で生活し続けられることへ支援することを目指し、患者
とその家族への支援プログラムを構築した。心不全患者の在宅生活における問題点から、セルフケアの支援とと
もに、特に重症化した患者では症状を正しく評価し対応する症状マネジメントへの支援が必要であることが明ら
かとなった。家族に対しては、患者の支援に必要な支援技術に関する情報提供や介護負担を軽減するための支援
が必要であることが明らかとなった。これらの結果を踏まえ、コーチング理論を基盤とし、患者の症状マネジメ
ントへの支援および家族への支援技術に関する情報提供と介護評価に応じた支援を核とするプログラムを開発し
た。

研究成果の概要（英文）：We developed a support program for patients and their families with the aim 
of helping heart failure patients to continue living at home in this study. From the problems of 
heart failure patients living at home, it became clear that support for self-care as well as support
 for symptom management is necessary, especially for severe heart failure patients. For family 
members, it became clear that they need to be provided with information on assistive skills and 
support to reduce the burden of caring for the patient with heart failure. Based on these results, 
we developed a program based on coaching theory, focusing on support for patients' symptom 
management, information on support skills for family members, and support according to caregiving 
appraisal.

研究分野：在宅看護学

キーワード： 心不全　在宅移行支援　症状マネジメント　介護評価

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
心不全患者の在宅療養の継続において、患者の重症度を踏まえ、特に自宅での症状マネジメントの重要性を明ら
かにした点は学術的意義があると考えられる。患者への支援のみならず、家族への支援の重要性を提言すること
ができた。心不全患者の家族が抱える患者を支援する上での困難さや身体的・精神的負担への支援への必要性を
示したことは意義が大きい。さらに、これらの点は2021年 日本循環器学会/日本心不全学会合同 ガイドライン 
フォーカスアップデート版 急性・慢性心不全診療に記載され、社会的意義があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

心不全の治療や管理方法の進歩により、入院治療を終えた後、自宅で生活する心不全患者が

増加しており、臨床現場では心不全患者の在宅移行支援および在宅生活の支援方法の確立

が求められている。治療成績の向上により在宅療養が可能な高齢心不全患者が増加する中、

増悪による再入院率の高さが在宅療養移行および継続の障壁となっている。再入院の回避

には、減塩や服薬などの「自己管理への支援」に加え、重症化予防のための「医療支援」と

自己管理行動を支える「生活支援」が必要であるが、これらは心不全の重症度の影響を受け

ることから、在宅療養支援を複雑化させている。具体的には、心不全では病態の重症度によ

り、在宅療養移行・継続に必要な「生活支援」と「医療支援」の内容、程度が大きく異なる

上、認知機能障害を有する患者や多疾患を重複する患者が増加し、より個別性の高い支援が

求められている。さらに心不全患者および家族は急性増悪や突然死のリスクに向き合うこ

とによる心理的負担も大きい。これらの背景から、効果的な在宅療養移行ならびに継続支援

の構築においては、患者の重症度を評価した上で、患者および家族介護者が在宅療養の実現

のために求める具体的支援内容を明らかにする必要がある。このような問題を明らかにし

たうえで、効果的かつ実施可能な在宅療養移行・継続のための支援プログラムを構築するこ

とが求められる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、高齢心不全患者および家族介護者が在宅療養で必要する支援内容を心不全の

重症度に応じて、医療支援と生活支援の観点から、文献レビューならびに調査研究により明

らかにする。これらの結果に基づき、慢性心不全看護認定看護師、退院調整看護師、訪問看

護師らによる、重症度に応じた在宅療養移行・継続支援プログラムを開発し、その実施可能

性を検証する。 

 

３．研究の方法 

① 外来通院する心不全患者を対象に、心不全患者の自宅での自己管理行動の実態および

在宅生活中に経験した症状に関する経験に関する調査研究を実施した。 

② 心不全患者の介護者における介護評価に関するナラティブレビューを実施した。 

③ 心不全患者とその家族を対象に、家族介護者が実施している患者の療養生活への支援

内容に関する調査を実施した。 

④ 上記の結果を踏まえ、心不全重症度を考慮した在宅療養移行・継続支援プログラムを開

発し、その実施可能性を検証した。 

 

４．研究成果 

心不全患者の自己管理行動の中でも、重症化した心不全患者の心不全増悪の早期発見に



重要な役割を果たす症状マネジメントについて、心不全患者 109 名を対象に調査した結果、

症状マネジメントの一つである受診行動を遅らせる要因として、知覚していた症状の中に

倦怠感があること、年齢が若いことが関連していた。患者が急性増悪時の症状にどのように

気づいているかがその後の評価、対処行動に影響している可能性があり、患者が経験してい

る症状をより詳細に理解するための研究が必要であることが示された。この結果を受け、心

不全患者が急性増悪時に気づいていた身体の変化を患者自身がどのように認識し、どのよ

うに表現するのかを明らかにするためのインタビュー調査を実施し、テキストマイニング

による内容分析を実施した。その結果、心不全患者が急性増悪時に気づいていた身体の変化

についての表現の多様性、種類の全体像が明らかとなった。また、在宅療養する心不全患者

が日常的に経験する症状である倦怠感について、患者、家族への教育や支援が重要であるこ

とも示唆された。 

心不全患者の家族への支援方法の基盤となる情報を得るため、心不全患者の介護者にお

ける介護評価に関する 1467 論文を対象にナラティブレビューを実施した。その結果、心不

全患者の介護者における介護の経験は、否定的／肯定的な側面双方を認識し、評価していた。

これらの側面には心不全の臨床的要因をはじめ、患者および／または介護者の身体的・精神

的脆弱性、患者と介護者との関係性や社会的支援など、多様な要因の影響を受けていた。以

上の結果から、心不全患者の介護者における介護に対する否定的／肯定的な側面双方を理

解し、評価していくことの重要性が示唆された。 

心不全患者の家族介護者における肯定的・否定的側面の実態を調査した結果、肯定的な側

面を評価する「ケアに対する受けとめ」は良好であった。否定的な側面を評価する項目の中

で最も点数が高かったのは、「日常生活への影響」であり、次いで「健康への影響」、「家族

からのサポートの欠如」、「経済的な影響」の順であった。心不全患者の家族介護者の肯定的

な側面に関連する要因として、家族介護者の健康関連 QOL の「身体的健康」が示された。否

定的な側面の関連要因として「1 日当たりの介護時間」「疾患に関する活動の支援；頻度」

が最も関連する要因であった。一方でこれらの結果は心不全患者の重症度の影響は受けな

いこともわかり、心不全患者の重症度に関わらず家族介護者への支援が必要であることが

示唆された。さらに、心不全患者と家族介護者 103 名を対象に、CC-SCHFI を用いて家族の

患者のセルフケア支援行動とその関連要因を分析した結果、セルフケアの維持には家族介

護者の「自己効力感」が関連しており、また症状認知には「収入」「自己効力感」「大切な人

のサポート」が、セルフケアの管理には「収入」「自己効力感」が関連していた。家族介護

者の自己効力感やソーシャルサポートを強化するための支援することにより、心不全患者

のセルフケア支援行動が向上する可能性があることが示された。 

上記の結果を基盤に、心不全患者が自宅で生活し続けられることへ支援することを目指

し、看護師、慢性心不全看護認定看護師、訪問看護師等を交えた複数回のフォーカスグルー

プディスカッションを実施し、患者とその家族に対するコーチング理論を基盤とした支援

プログラムを構築し、心不全診療を行う医療機関に勤務する看護職の協力を得て、本プログ



ラムの実施可能性を確認した。具体的には、患者、家族、医療者の三者が、患者の心不全の

重症度を理解、共有した上で、在宅療養におけるセルフケアの目標を明確化し、在宅療養中

のケア計画の立案を行う。患者に対しては、従来の心不全患者のセルフケアに対する教育支

援とともに、特に重症化した患者では症状を評価し受診行動につなげるための症状マネジ

メントに関する教育を強化する。家族に対しては、患者の支援に必要な支援技術に関する情

報を提供するとともに、介護負担を軽減するために、立案したケア計画を実践していくため

の問題解決方法を看護職とともに検討する。さらに、家族介護者の精神的負担を軽減し、自

己効力感を高めるための看護師によるサポートをプログラムに組み入れた。 

本研究課題の後半はコロナウイルス感染症拡大の影響を大きく受けた結果、本プログラ

ムの実施可能性を確認する過程で、本プログラムの運用に情報通信技術の活用が必要であ

ることを痛感した。テレナーシングやモバイルテクノロジーを利用した本プログラムの運

用の検討が今後の重要な課題と考える。 
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